
– 31 –

3月 21日（木）　9:30～ 11:45� H会場　ホテルニューオータニ幕張　2F　ステラ
国際交流シンポジウム　IS01　

FIP フォーラム 2019 「薬学におけるワクチンのインパクト：実務と科学からの貢献」
FIP Forum 2019: Impact of immunization in pharmacy: contribution from practice and science

オーガナイザー：熊本 卓哉 / Organizer：Takuya KUMAMOTO

9:30 ～ 9:35
趣旨説明	
	 熊本 卓哉（広島大院医歯薬保健）	

Takuya KUMAMOTO（Graduate School of Biomedical & Health Sciences, Hiroshima University）

9:35 ～ 10:10
IS01-1	 ワクチンの果たしてきた役割とワクチン研究開発展望
	 上田 徳仁（第一三共）
	 Value of vaccines and a perspective on vaccine R&D
	 Norihito UEDA（DAIICHI SANKYO CO.,LTD.）

10:10 ～ 10:35
IS01-2	 ウイルスベクタープラットフォームを基盤とした乳児用次世代型マラリアワクチン
	 吉田 栄人（金沢大薬院）
	 A next-generation malaria vaccine based on viral-vectored platforms for infants
	 Shigeto YOSHIDA（Kanazawa Univ. Sch. of Pharm.）

10:35 ～ 11:00
IS01-3	 新たなワクチンデリバリーシステム：不活化インフルエンザ経鼻投与型ワクチンの研究開発
	 長谷川 秀樹（国立感染研）
	 New vaccine delivery system: Development of intranasal inactivated influenza vaccine
	 Hideki HASEGAWA（Dept. of Pathology, National Institute of Infectious Diseases）

11:00 ～ 11:45
IS01-4	 The roles of community pharmacy in increasing vaccination coverage and uptake
	 Catherine DUGGAN（国際薬学連合 (FIP)）

3月 23日（土）　9:30～ 11:45� D会場　幕張メッセ　国際会議場　2F　201
国際交流シンポジウム　IS02　

日本薬学会・韓国薬学会合同シンポジウム： 
物理化学的手法により明かされる、疾病関連タンパク質の機能メカニズム
PSJ-PSK Joint Symposium:  
Functional mechanisms of disease-related proteins, revealed by physicochemical analyses

オーガナイザー：大澤 匡範 / Organizer：Masanori OSAWA

9:30 ～ 9:33
Opening remark	
	 大澤 匡範（慶應大薬）	

Masanori OSAWA（Keio Univ. Fac. Pharm）

9:33 ～ 10:06
IS02-1	 Structural study on toxin-antitoxin systems in Pathogenic Bacteria: 	

a target for developing antimicrobial agents
	 Bong-Jin LEE（College of Pharmacy, Seoul National University）

10:06 ～ 10:39
IS02-2	 NMRによる膜タンパク質の機能解明
	 嶋田 一夫（東大院薬）
	 Function-related Dynamics of Membrane Proteins
	 Ichio SHIMADA（Grad. Sch. Pharm. Sci., The Univ. of Tokyo）

10:39 ～ 11:12
IS02-3	 Structure and ligand-mediated folding of the periplasmic domain of Acinetobacter 

Baumanii OmpA
	 Young Ho JEON（College of Pharmacy, Korea University）

11:12 ～ 11:45
IS02-4	 神経細胞膜を介して形成される毒性型Aβアミロイド：形成メカニズムと構造
	 松崎 勝巳（京大院薬）
	 Toxic Aβ amyloids formed on neuronal membranes: their mechanism of formation and structure
	 Katsumi MATSUZAKI（Kyoto Univ. Grad. Sch. of Pharm. Sci.）
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3月 21日（木）　13:30～ 15:30� H会場　ホテルニューオータニ幕張　2F　ステラ
理事会企画シンポジウム　OS01　

男女共同参画―世代間・男女間ギャップを語る
Let's talk about generation and gender gaps on a gender-equal perspective

オーガナイザー：高倉 喜信 , 伊藤 美千穂

13:30 ～ 13:40
オーガナイザー挨拶・趣旨説明	
	 高倉 喜信（京大院薬）

13:40 ～ 14:00
OS01-1	 千葉大学病院の働き方改革 ING
	 石井 伊都子（千葉大病院）

14:00 ～ 14:10
OS01-2	 医療現場での課題：若手薬剤師の立場から
	 小林 瑞季（国立国際医療研セ病院薬）

14:10 ～ 14:20
OS01-3	 学生から見た大学研究環境
	 田中 良尚（京大院薬）

14:20 ～ 14:40
OS01-4	 「患者のための薬局ビジョン」から考える職場としての薬局
	 宮野 廣美（伊奈オリーブ薬局）

14:40 ～ 15:00
OS01-5	 製薬企業内でのキャリア変革
	 佐藤 賢治（第一三共 研究開発本部 研究開発総務部）

15:00 ～ 15:30
総合討論・総括	
	 伊藤 美千穂（京大院薬）
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3月 21日（木）　9:30～ 11:30� B会場　幕張メッセ　国際会議場　2F　コンベンションホールB
一般シンポジウム　S01　

第 14 回若手が拓く新しい薬剤学 
～分子レベルから創製する新しい原薬・製剤：分子製剤学の最前線～
14th Frontier Pharmaceutics to Be Explored by Young Scientists  
~Novel Active Pharmaceutical Ingredients and Formulations Designed at the Molecular-Level：
Frontiers in Molecular Pharmaceutics~

オーガナイザー：東 顕二郎 , 松永 直哉

9:30 ～ 9:35
オーガナイザー挨拶	
	 東 顕二郎（千葉大院薬）

9:35 ～ 9:57
S01-1	 物性研究における原薬形態設計からの新たな取り組み
	 谷田 智嗣（中外製薬研究本部）

9:57 ～ 10:19
S01-2	 分子シミュレーションによる溶液からの結晶化形成機構に関する検討
	 門田 和紀（大阪薬大）

10:19 ～ 10:41
S01-3	 パゾパニブ塩酸塩の過飽和挙動の評価とHPMCの影響
	 杉原 光（小野薬品工業）

10:41 ～ 11:03
S01-4	 ホスト - ゲスト相互作用に基づいた温度応答性ヒドロゲルの構築と製剤への応用
	 庵原 大輔（崇城大薬 / 崇城大DDS研）

11:03 ～ 11:25
S01-5	 細胞内 /粒子内環境に応答性を有する脂質様材料の分子設計と核酸キャリアの物性評価
	 田中 浩揮（千葉大院薬）

11:25 ～ 11:30
総括	
	 松永 直哉（九大院薬）

3月 21日（木）　9:30～ 11:30� D会場　幕張メッセ　国際会議場　2F　201
一般シンポジウム　S02　

代謝変容と組織障害・修復
Metabolic regulation of tissue homeostasis, injury and repair

オーガナイザー：真鍋 一郎 , 高野 博之

9:30 ～ 10:00
S02-1	 神経免疫代謝連携による心臓恒常性の維持と心不全
	 真鍋 一郎（千葉大院医）

10:00 ～ 10:30
S02-2	 脂質がつなぐ「免疫 - 代謝」連携と組織修復
	 大石 由美子（日本医科大）

10:30 ～ 11:00
S02-3	 上皮間葉転換と細胞内代謝リモデリングのクロストーク
	 山口 憲孝（千葉大院薬）

11:00 ～ 11:30
S02-4	 PNPLAファミリーによる膜リン脂質分解経路の破綻は肝臓の機能異常を導く
	 村上 誠（東京大院医疾患生命工学セ）
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3月 21日（木）　9:30～ 11:30� E 会場　ホテルニューオータニ幕張　2F　鶴の間（舞）
一般シンポジウム　S03　

FMO データベース公開記念シンポジウム  
~ 世界初のタンパク質の量子化学計算データベースと創薬への活用 ~
Symposium for Worldwide Release of FMO Database

オーガナイザー：本間 光貴 , 福澤 薫

9:30 ～ 9:35
オーガナイザー挨拶	
	 本間 光貴（理研）

9:35 ～ 9:45
S03-1	 FMOデータベースの情報科学的な活用
	 田中 成典（神戸大院シス情）

9:45 ～ 10:05
S03-2	 HPCI を活用したFMO創薬プラットフォームの構築
	 福澤 薫（星薬大）

10:05 ～ 10:25
S03-3	 構造インフォマティクスとFMO計算を融合したインシリコスクリーニング
	 本間 光貴（理研）

10:25 ～ 10:45
S03-4	 FMOデータベースの概要と登録方法
	 高谷 大輔（理研）

10:45 ～ 11:05
S03-5	 FMOデータベースにおける相互作用の統計解析と創薬分子設計への応用
	 渡邉 千鶴（理研 / 科学技術振興機構）

11:05 ～ 11:25
S03-6	 FMOデータを用いた機械学習力場の構築に向けて
	 加藤 幸一郎（みずほ情報総研）

11:25 ～ 11:30
まとめ	
	 福澤 薫（星薬大）

3月 21日（木）　9:30～ 11:30� F 会場　ホテルニューオータニ幕張　2F　鶴の間（翔）
一般シンポジウム　S04　

アカデミア創薬シーズを開発につなげるために
To link innovative academic research to drug development

オーガナイザー：矢守 隆夫 , 鹿野 真弓

9:30 ～ 9:35
オーガナイザー挨拶	
	 矢守 隆夫（医薬品医療機器総合機構）

9:35 ～ 9:55
S04-1	 Menkes 病治療薬の開発に向けて
	 高橋 秀依（東京理大薬）

9:55 ～ 10:15
S04-2	 PMDA科学委員会 医薬品開発部会での検討
	 井上 純一郎（東大医科研）

10:15 ～ 10:35
S04-3	 理研創薬・医療技術基盤プログラムにおける企業・医療機関への橋渡し
	 後藤 俊男（理研）

10:35 ～ 10:55
S04-4	 AMEDのアカデミア創薬支援
	 高子 徹（AMED）

10:55 ～ 11:15
S04-5	 PMDAのアカデミア創薬支援～RS戦略相談について～
	 浦野 勉（医薬品医療機器総合機構）

11:15 ～ 11:30
質疑応答	
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3月 21日（木）　9:30～ 11:30� G会場　ホテルニューオータニ幕張　2F　ラピス
一般シンポジウム　S05　

第 3 回病院薬剤師が実践するリバーストランスレーショナルリサーチの最前線 　 
～薬剤師の科学的視点から臨床情報を活用する～
The 3rd Current status of reverse translational research conducted by hospital pharmacists  
~Utilize clinical information from the scientific viewpoint of clinical pharmacists~

オーガナイザー：増田 智先 , 伊東 弘樹 , 池田 龍二 , 城野 博史

9:30 ～ 9:35
オーガナイザー挨拶	
	 増田 智先（九大病院薬）

9:35 ～ 10:00
S05-1	 新しいイメージング技術を用いた抗体医薬の腫瘍内局所薬物動態の解析
	 松金 良祐（九大病院薬 / 九大院薬 / 国立がん研究セ）

10:00 ～ 10:25
S05-2	 薬剤師の視野を活かした疾病予防研究
	 板垣 史郎（札幌医大）

10:25 ～ 10:50
S05-3	 新規全主要リン脂質クラス酵素蛍光定量法の開発と臨床研究への応用
	 森田 真也（滋賀医大病院薬 / AMED-PRIME）

10:50 ～ 11:15
S05-4	 分子標的薬アファチニブの血中濃度測定による個別化医療
	 寺薗 英之（鹿児島大病院薬）

11:15 ～ 11:30
総括	
	 伊東 弘樹（大分大病院薬）

3月 21日（木）　9:30～ 11:30� I 会場　幕張メッセ　国際会議場　1F　101
一般シンポジウム　S06　

生体微量金属マンガンの医薬的新展開
New Medicinal Development of a Trace Element "Manganese"

オーガナイザー：樋口 恒彦 , 小谷 明 , 米田 誠治

9:30 ～ 9:35
オーガナイザー挨拶	
	 樋口 恒彦（名市大院薬）

9:35 ～ 9:55
S06-1	 生体内マンガンの重要性：Mn含有タンパク質及び医用Mn錯体の概説
	 樋口 恒彦（名市大院薬）

9:55 ～ 10:25
S06-2	 マンガンの生理機能・毒性を左右するマンガンの細胞輸送機構
	 姫野 誠一郎（徳島文理大薬）

10:25 ～ 10:55
S06-3	 アルギナーゼ I上昇は、L-arginine を消費し、NO産生を抑制し、糖尿病の発症に関連する
	 荻野 景規（岡山大院医歯薬）

10:55 ～ 11:25
S06-4	 メタロエンザイムを標的とした新規抗インフルエンザ薬バロキサビル マルボキシル ( ゾフ

ルーザ ®) の創製
	 宮川 雅好（塩野義製薬 創薬化学研 感染症化学部門）

11:25 ～ 11:30
総合討論	
	 米田 誠治（鈴鹿医療大薬）
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3月 21日（木）　9:30～ 11:30� K会場　幕張メッセ　国際会議場　1F　103
一般シンポジウム　S07　

有機合成化学の若い力： 
今、ICHIBAN アツい化学者たち
Synthetic Organic Chemistry: The Young Challengers

オーガナイザー：平野 圭一 , 瀧川 紘 , 中島 誠也

9:30 ～ 9:32
オーガナイザー挨拶	
	 平野 圭一（東大院薬）

9:32 ～ 9:54
S07-1	 高反応性化学種を使いこなす：天然物合成が導く新反応の開発
	 瀧川 紘（京大院薬）

9:54 ～ 10:16
S07-2	 金属カルベノイド化学の新展開
	 原田 慎吾（千葉大院薬）

10:16 ～ 10:38
S07-3	 ヒストンに翻訳後修飾を導入する化学触媒
	 山次 健三（東大院薬）

10:38 ～ 11:00
S07-4	 極性転換が拓く新規炭素 - ヘテロ元素結合形成
	 平野 康次（阪大院工）

11:00 ～ 11:22
S07-5	 セントラル硝子におけるファインケミカル事業
	 増田 隆司（セントラル硝子）

11:22 ～ 11:30
総括・謝辞	
	 瀧川 紘 1, 中島 誠也 2（1 京大院薬 , 2 千葉大院薬）

3月 21日（木）　9:30～ 11:30� Q会場　幕張メッセ　国際会議場　3F　303
一般シンポジウム　S08　

創薬におけるタンパク質の魅力
The charm of protein for drug development

オーガナイザー：異島 優 , 田口 和明

9:30 ～ 9:33
オーガナイザー挨拶	
	 田口 和明（慶應大薬）

9:33 ～ 9:53
S08-1	 ヘモグロビンの生理活性ガス運搬能を利用した創薬戦略
	 田口 和明（慶應大薬 / 崇城大薬）

9:53 ～ 10:16
S08-2	 バイオミミック技術によるウイルスの感染機構を搭載したDDSナノキャリアの開発
	 曽宮 正晴（阪大産研）

10:16 ～ 10:39
S08-3	 抗動脈硬化性タンパク質を利用した創薬への挑戦
	 奥平 桂一郎（徳島大院医歯薬）

10:39 ～ 11:02
S08-4	 構造計算に基づく標的結合小型タンパク質の創製とがん治療への応用
	 門之園 哲哉（東工大生命理工）

11:02 ～ 11:25
S08-5	 タンパクの PEG修飾による抗 PEG免疫応答の誘導
	 清水 太郎（徳島大院医歯薬）

11:25 ～ 11:30
総括	
	 異島 優（徳島大院薬）
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3月 21日（木）　9:30～ 11:30� S 会場　幕張メッセ　国際展示場　1F　会議室8
一般シンポジウム　S09　

呼吸器生命科学研究を俯瞰する 
～薬学・発生生物学・再生医学の融合による疾患治療への応用～
Overview of respiratory system life science:  
fusion of pharmacy, developmental biology and regenerative medicine that accelerates drug 
development for respiratory diseases

オーガナイザー：首藤 剛 , 秋田 智后

9:30 ～ 9:50
S09-1	 気管の成り立ちを記述する、完璧に。
	 森本 充（理研生命機能科学研究セ）

9:50 ～ 10:10
S09-2	 呼吸器系オルガノイドを利用した組織維持機構の解明
	 田所 友美（横浜市大医）

10:10 ～ 10:30
S09-3	 肺胞再生を目指したCOPD根治治療薬の開発
	 秋田 智后（東京理大薬 / 再生医療とDDSの融合研究部門）

10:30 ～ 10:50
S09-4	 閉塞性肺疾患感受性と病態を左右するパルモモジュラトリー因子の分子基盤
	 首藤 剛（熊本大院薬）

10:50 ～ 11:10
S09-5	 ユビキチン化を標的とした嚢胞性線維症治療薬の開発
	 沖米田 司（関西学院大理工）

11:10 ～ 11:30
S09-6	 ヒト iPS 細胞を用いた呼吸器疾患の病態解明
	 後藤 慎平（京都大院医）

3月 21日（木）　13:30～ 15:30� B会場　幕張メッセ　国際会議場　2F　コンベンションホールB
一般シンポジウム　S10　

物理系薬学部会シンポジウム 
～健康・医療・創薬に貢献する物理系薬学研究の最前線～
Symposium of Division of Physical Sciences  
-Contribution of Physical and Pharmaceutical Sciences to Health Ware, Medicine and Drug Discovery

オーガナイザー：青木 伸 , 飯田 靖彦

13:30 ～ 13:35
オーガナイザー挨拶	
	 青木 伸（東京理大薬）

13:35 ～ 13:53
S10-1	 核酸分子のかくれた特性「金属を介した塩基対形成能」に関する研究
	 大樂 武範（奥羽大薬）

13:53 ～ 14:11
S10-2	 G タンパク質共役型受容体のシグナル伝達制御機構の解明
	 白石 勇太郎（東大院薬）

14:11 ～ 14:29
S10-3	 ピンポイント重合アクリルアミドゲルによる特異的高感度検出マイクロチップ電気泳動法

の開発
	 山本 佐知雄（近畿大薬）

14:29 ～ 14:40
S10-4	 物理系薬学部会奨励賞授賞式および部会長挨拶
	 飯田 靖彦（鈴鹿医療大薬）

14:40 ～ 15:00
S10-5	 病態解析のための生体分子イメージング
	 天滿 敬（大阪薬大）

15:00 ～ 15:20
S10-6	 チロシンキナーゼ型レセプターの新たな活性化メカニズムの解明を目指して
	 齋藤 一樹（姫路獨協大薬）

15:20 ～ 15:30
物理系薬学副部会長挨拶	
	 船津 高志（東大院薬）
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3月 21日（木）　13:30～ 15:30� C会場　幕張メッセ　国際会議場　2F　国際会議室
一般シンポジウム　S11　

産学連携による機能性食品・機能性化粧品開発への若手の挑戦
Challenge to develop functional foods and functional cosmetics by young researchers in academia 
and industry area

オーガナイザー：長野 一也 , 藤田 郁尚

13:30 ～ 13:33
オーガナイザー挨拶・趣旨説明	
	 長野 一也（阪大院薬 / 阪大院医）

13:33 ～ 13:58
S11-1	 機能性食品・天然物成分の全単離精製型クロマトグラフの開発
	 井之上 浩一（立命館大薬）

13:58 ～ 14:18
S11-2	 高品質な機能性食品の開発を目指した、非晶質クルクミンの設計と評価
	 長野 一也（阪大薬院）

14:18 ～ 14:43
S11-3	 オメガ 3脂肪酸の体内代謝と抗アレルギー・抗炎症作用の作用機序について
	 長竹 貴広（医薬健栄研）

14:43 ～ 15:03
S11-4	 温度感受性受容体に着目した、皮膚感覚を制御する機能性化粧品の開発
	 藤田 郁尚（阪大薬院 / マンダム）

15:03 ～ 15:28
S11-5	 抗シワ医薬部外品新規成分NEI-L1 （ニールワン）のシワ改善メカニズムと有効性
	 五味 貴優（ポーラ化成工業）

15:28 ～ 15:30
総括	
	 藤田 郁尚（阪大院薬 / マンダム）

3月 21日（木）　13:30～ 15:30� E 会場　ホテルニューオータニ幕張　2F　鶴の間（舞）
一般シンポジウム　S12　

感染免疫応答の理解と創薬展開
New approaches to understanding the immune responses to infections

オーガナイザー：吉岡 靖雄 , 國澤 純

13:30 ～ 13:35
オーガナイザー挨拶	
	 吉岡 靖雄（阪大微研 / 一財）阪大微研 / 阪大院薬 / 阪大MEI）

13:35 ～ 13:50
S12-1	 マイコプラズマ肺炎の病態形成メカニズムの解明とワクチン展開
	 吉岡 靖雄（阪大微研 / 一財）阪大微研 / 阪大院薬 / 阪大MEI）

13:50 ～ 14:15
S12-2	 ウイルスの弱点を標的とした次世代ワクチンの開発
	 高橋 宜聖（感染研）

14:15 ～ 14:40
S12-3	 自然免疫を担う病原体センサー蛋白質の構造基盤の解明と創薬展開
	 大戸 梅治（東大院薬）

14:40 ～ 15:05
S12-4	 生体防御に関わる複合脂質認識機構の理解と創薬展開
	 藤本 ゆかり（慶應大理工）

15:05 ～ 15:25
S12-5	 共生・病原微生物の機能活用によるワクチン・アジュバント開発の新展開
	 國澤 純（医薬健栄研 / 東大医科研 / 阪大院医 /薬 /歯 / 神戸大院医）

15:25 ～ 15:30
総括	
	 國澤 純（医薬健栄研 / 東大医科研 / 阪大院医 /薬 /歯 / 神戸大院医）
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3月 21日（木）　13:30～ 15:30� F 会場　ホテルニューオータニ幕張　2F　鶴の間（翔）
一般シンポジウム　S13　

偽造医薬品等のリスクと対策
Risks and countermeasures against counterfeit medicines

オーガナイザー：西島 正弘

13:30 ～ 13:40
オーガナイザー挨拶	
	 西島 正弘（偽造医薬品等情報セ）

13:40 ～ 14:05
S13-1	 医療用医薬品の個人輸入による流通とリスク
	 岸本 桂子（昭和大薬）

14:05 ～ 14:30
S13-2	 偽造医薬品等の防止対策
	 吉田 直子（金沢大院医薬保）

14:30 ～ 14:55
S13-3	 製薬企業における偽造医薬品対策：ファイザーの取り組み
	 池田 哲也（ファイザー・ホールディングズ）

14:55 ～ 15:20
S13-4	 厚生労働省における偽造医薬品等防止対策
	 磯部 総一郎（厚生労働省）

15:20 ～ 15:30
総括	
	 西島 正弘（偽造医薬品等情報セ）

3月 21日（木）　13:30～ 15:30� G会場　ホテルニューオータニ幕張　2F　ラピス
一般シンポジウム　S14　

臨床系教員による基礎と臨床双方向からの研究アプローチ 
～次世代を担う臨床系教員の研究のあり方～
Bidirectional research approach (basic and clinical)  
- The way of research of practitioner teachers for the next generation-

オーガナイザー：大山 要 , 松元 一明

13:30 ～ 13:35
オーガナイザー挨拶	
	 松元 一明（慶應大薬）

13:35 ～ 14:00
S14-1	 抗微生物薬の薬効評価と副作用解析に基づいた効果的で安全な薬物療法の構築
	 松元 一明（慶應大薬）

14:00 ～ 14:25
S14-2	 医薬品の抗酸化作用解析を基盤とした腎疾患治療への応用
	 門脇 大介（崇城大薬）

14:25 ～ 14:50
S14-3	 リアルワールドデータを用いた薬剤疫学研究の実践
	 髙田 充隆（近畿大薬）

14:50 ～ 15:15
S14-4	 臨床系教員が薬学の強みを意識して考える医師・薬剤師との共同研究
	 大山 要（長崎大院医歯薬）

15:15 ～ 15:30
総合討論・総括	
	 大山 要（長崎大院医歯薬）
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3月 21日（木）　13:30～ 15:30� I 会場　幕張メッセ　国際会議場　1F　101
一般シンポジウム　S15　

天然機能性硫黄代謝物の薬学的新展開
New developments in the research field of sulfur-containing bioactive natural products towards 
pharmaceutical applications

オーガナイザー：中林 亮 , 吉本 尚子

13:30 ～ 13:32
オーガナイザー挨拶	
	 吉本 尚子（千葉大院薬）

13:32 ～ 13:55
S15-1	 微生物の働きや酸化度の新たな評価方法 : サルファーインデックス®
	 大津 厳生（筑波大院生命環境）

13:55 ～ 14:18
S15-2	 アスパラプチン：アスパラガスにおける新規アンジオテンシン転換酵素阻害剤
	 中林 亮（理研CSRS）

14:18 ～ 14:41
S15-3	 生細胞内のグルタチオン及びパースルフィド類を可視化・定量可能な可逆的蛍光プローブ

の開発
	 浦野 泰照（東大院薬 / 東大院医 / AMED）

14:41 ～ 15:04
S15-4	 環状硫黄化合物による腫瘍関連マクロファージをターゲットとしたがん治療への応用
	 藤原 章雄（熊本大院医）

15:04 ～ 15:27
S15-5	 ネギ属植物における健康機能性硫黄化合物の生合成機構
	 吉本 尚子（千葉大院薬）

15:27 ～ 15:30
総括	
	 中林 亮（理研CSRS）

3月 21日（木）　13:30～ 15:30� K会場　幕張メッセ　国際会議場　1F　103
一般シンポジウム　S16　

生体の恒常性を護る「血管化」ダイナミクス
Dynamics of "Vascular-signpost" maintaining tissue and organ homeostasis

オーガナイザー：長谷川 潤 , 水谷 健一

13:30 ～ 13:33
Introduction	
	 長谷川 潤（神戸薬大）

13:33 ～ 13:52
S16-1	 生体ストレスが誘導する血管系リモデリング
	 長谷川 潤（神戸薬大）

13:52 ～ 14:11
S16-2	 創傷治癒に伴う血管新生のライブイメージングから明らかになった血管新生における	

内腔圧の新たな役割
	 福原 茂朋（日本医科大先端医学研）

14:11 ～ 14:30
S16-3	 アンジオクラインファクターが織りなす腫瘍微小環境の調和
	 木戸屋 浩康（大阪大微研）

14:30 ～ 14:49
S16-4	 脳機能の恒常性維持における血管系の役割
	 村松 里衣子（国立精神・神経医療研究セ）

14:49 ～ 15:08
S16-5	 ダウン症モデルマウスにおける血管新生調節転写因子の 3コピー化による	

胎生期ニューロン新生異常
	 石原 慶一（京都薬大）

15:08 ～ 15:27
S16-6	 大脳皮質における血管―神経の協調的な発生制御機構
	 水谷 健一（神戸学院大薬院）

15:27 ～ 15:30
Conclusion	
	 水谷 健一（神戸学院大薬院）
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3月 21日（木）　13:30～ 15:30� Q会場　幕張メッセ　国際会議場　3F　303
一般シンポジウム　S17　

老化研究の多面的アプローチ： 
そこから見えてくる未来
Multidisciplinary Approach to Aging: Future Trends

オーガナイザー：髙橋 良哉 , 樋上 賀一

13:30 ～ 13:45
S17-1	 老化研究の多面的アプローチ
	 髙橋 良哉（東邦大薬）

13:45 ～ 14:20
S17-2	 代謝の老化：カロリー制限による脂肪組織での代謝リモデリング
	 樋上 賀一（東京理大薬 / 東京理大TRセ）

14:20 ～ 14:55
S17-3	 免疫の老化：感染防御と栄養介入の最前線
	 丸山 光生（国立長寿医療研究セ / 名大院医）

14:55 ～ 15:30
S17-4	 脳・神経の老化：遺伝子発現とタンパク質凝集からみる老化脳制御
	 森 望（長崎大院医）

3月 21日（木）　13:30～ 15:30� S 会場　幕張メッセ　国際展示場　1F　会議室8
一般シンポジウム　S18　

多剤耐性菌への挑戦 
～バクテリオファージの感染症治療への応用～
Phage Therapy as a Treatment Option of Multidrug-resistant Bacterial Infections

オーガナイザー：松田 剛明 , 花輪 智子

13:30 ～ 13:40
S18-1	 ファージ療法の現状
	 松田 剛明（杏林大医）

13:40 ～ 14:05
S18-2	 薬剤耐性菌の現状と対策
	 田村 豊（酪農学園大獣）

14:05 ～ 14:15
S18-3	 ファージ療法が適応となる感染症について
	 花輪 智子（杏林大医）

14:15 ～ 14:40
S18-4	 黄色ブドウ球菌に広宿主域を示すバクテリオファージの単離とその特性解析
	 丹治 保典（東工大工）

14:40 ～ 15:05
S18-5	 ファージセラピーは細菌感染症制圧への 1つの有効な武器となりうるか？ 	

－獣医療への応用－
	 岩野 英知（酪農学園大獣）

15:05 ～ 15:30
S18-6	 新薬開発の流れと評価
	 鹿野 真弓（東京理大薬）
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3月 21日（木）　16:00～ 18:00� B会場　幕張メッセ　国際会議場　2F　コンベンションホールB
一般シンポジウム　S19　

品質評価（Quality）におけるレギュラトリーサイエンスと分析科学の新機軸
Future axis of regulatory and analytical sciences for quality control

オーガナイザー：井之上 浩一 , 杉本 直樹

16:00 ～ 16:05
オーガナイザー挨拶	
	 井之上 浩一（立命館大薬）

16:05 ～ 16:30
S19-1	 qNMR法の国際標準化による波及効果
	 杉本 直樹（国立衛研）

16:30 ～ 16:50
S19-2	 Single Reference HPLC 定量法の開発とその意義
	 井之上 浩一（立命館大薬）

16:50 ～ 17:10
S19-3	 医薬品開発における LC-MS を用いた生体試料中薬物濃度測定のためのバリデーション
	 野田 巧（小野薬品）

17:10 ～ 17:30
S19-4	 正確な定量分析のための標準物質の役割と不確かさ評価
	 山崎 太一（産総研・計量標準総合セ）

17:30 ～ 17:50
S19-5	 分析法の開発におけるQuality by Design
	 川北 哲也（第一三共）

17:50 ～ 18:00
総括	
	 杉本 直樹（国立衛研）

3月 21日（木）　16:00～ 18:00� C会場　幕張メッセ　国際会議場　2F　国際会議室
一般シンポジウム　S20　

フォルダマーの魅力  
～新たな創薬への可能性～
Foldamer: A Potential for Drug Development

オーガナイザー：渡邉 瑞貴 , 出水 庸介 , 大庭 誠

16:00 ～ 16:02
趣旨説明	
	 渡邉 瑞貴（北大院薬）

16:02 ～ 16:25
S20-1	 特徴的な折れ曲がり構造と弱い相互作用を利用したフォルダマーの構築
	 東屋 功（東邦大薬）

16:25 ～ 16:48
S20-2	 らせん高分子ポリ（キノキサリン-2,3-ジイル）の主鎖不斉構造の自在制御と新機能の創出
	 長田 裕也（京大院工）

16:48 ～ 17:11
S20-3	 ヘリセンオリゴマーの合成と円柱状二重ラセン形成および自己組織化
	 齋藤 望（東北大院薬）

17:11 ～ 17:34
S20-4	 フォルダマー的視点からみた多孔性金属錯体とその高次構造制御
	 古川 修平（京都大高等研）

17:34 ～ 17:57
S20-5	 ペプチドフォルダマー創薬研究
	 出水 庸介（国立衛研 / 横市大院生命医科学）

17:57 ～ 18:00
総括	
	 大庭 誠（長崎大院医歯薬）
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3月 21日（木）　16:00～ 18:00� E 会場　ホテルニューオータニ幕張　2F　鶴の間（舞）
一般シンポジウム　S21　

薬学に革新をもたらす最先端技術の世界　 
～基礎研究から臨床まで～
State-of-the-art technologies innovative to the world of pharmaceutical sciences.

オーガナイザー：佐藤 洋美 , 宮本 理人

16:00 ～ 16:15
S21-1	 腎細胞がん薬物抵抗性とメタボローム変化の連関
	 佐藤 洋美（千葉大薬院）

16:15 ～ 16:33
S21-2	 インスリン分泌解析の新技術：生物発光によるイメージングと定量解析
	 鈴木 崇弘（愛知学院大歯）

16:33 ～ 16:51
S21-3	 イメージング質量分析による脳内モノアミン新規集積領域の同定
	 杉山 栄二（慶應大医）

16:51 ～ 17:09
S21-4	 越シナプス性ウイルストレーサーにより明らかになった生理的反応を制御する神経回路
	 近藤 邦生（生理研 / フレッドハッチンソン癌研 / JST さきがけ）

17:09 ～ 17:27
S21-5	 生命現象の光操作技術の創出
	 佐藤 守俊（東京大院総合文化）

17:27 ～ 17:42
S21-6	 分岐鎖オリゴグリセロールを用いた難水溶性化合物の親水化技術と医薬品への応用
	 宮本 理人（徳島大薬医薬品機能生化学）

17:42 ～ 18:00
S21-7	 脳梗塞部位の血液脳関門の能動的突破を目指したDDS開発
	 福田 達也（徳島大院医歯薬）

3月 21日（木）　16:00～ 18:00� F 会場　ホテルニューオータニ幕張　2F　鶴の間（翔）
一般シンポジウム　S22　

薬学教育と日本薬局方、その未来に向けて
Education of Pharmaceutical Sciences and the Japanese Pharmacopoeia -Expectation to the future-

オーガナイザー：奥田 晴宏 , 大澤 智子

16:00 ～ 16:03
オーガナイザー挨拶	
	 大澤 智子（医薬品医療機器総合機構）

16:03 ～ 16:15
S22-1	 日本薬局方の役割と今後の展開
	 合田 幸広（国立衛研）

16:15 ～ 16:27
S22-2	 日本薬局方への最新の知見の取り込みと国際調和に向けた動向
	 安藤 剛（医薬品医療機器総合機構）

16:27 ～ 16:39
S22-3	 業界からの日本薬局方への期待
	 松本 和弘（日薬連）

16:39 ～ 16:51
S22-4	 医療現場における日本薬局方と今後の薬学教育
	 安原 眞人（帝京大薬）

16:51 ～ 17:03
S22-5	 ジェネリック医薬品の品質と日本薬局方
	 伊豆津 健一（国立衛研）

17:03 ～ 17:15
S22-6	 日本薬局方と生物薬品
	 石井 明子（国立衛研）

17:15 ～ 17:27
S22-7	 日本薬局方における生薬の標準化
	 袴塚 高志（国立衛研）

17:27 ～ 17:30
パネルディスカッション準備	

17:30 ～ 17:55
パネルディスカッション	

17:55 ～ 18:00
総括	
	 奥田 晴宏（国立衛研）
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3月 21日（木）　16:00～ 18:00� G会場　ホテルニューオータニ幕張　2F　ラピス
一般シンポジウム　S23　

アンチ・ドーピングと薬学 
～ 2020 東京オリンピック・パラリンピックに向けて、現在（いま）、我々が知るべき事そして 
為すべき事
Anti-doping and pharmaceutical sciences

オーガナイザー：榛葉 繁紀 , 亀井 美和子

16:00 ～ 16:25
S23-1	 国内におけるアンチ・ドーピング活動の現状と課題
	 鈴木 智弓（日本アンチ・ドーピング機構 (JADA)）

16:25 ～ 16:50
S23-2	 薬剤師職能としてのアンチ・ドーピング活動
	 亀井 美和子（日本大薬）

16:50 ～ 17:15
S23-3	 スポーツ領域における適切な薬物治療
	 笠師 久美子（北海道大学病院薬）

17:15 ～ 17:40
S23-4	 オリンピック・パラリンピックのホストシティーにおける薬剤師の取組み
	 高橋 正夫（東京都薬剤師会）

17:40 ～ 18:00
S23-5	 アンチ・ドーピング教育及び研究における大学の取組み
	 榛葉 繁紀（日本大薬）

3月 21日（木）　16:00～ 18:00� I 会場　幕張メッセ　国際会議場　1F　101
一般シンポジウム　S24　

皮膚の安全性や有用性を考慮する評価法とその治療法の開発
Evaluation method considering skin safety and usefulness

オーガナイザー：有海 秀人 , 臼井 健二

16:00 ～ 16:05
S24-1	 皮膚の安全性や有用性を考慮する評価法とその治療法の開発
	 有海 秀人（北里大薬）

16:05 ～ 16:30
S24-2	 人工細胞膜システムを用いた膜分子評価系の構築
	 川野 竜司（東京農工大院工）

16:30 ～ 16:50
S24-3	 ペプチドマイクロアレイを化学物質の皮膚への安全性評価に応用する
	 臼井 健二（甲南大FIRST）

16:50 ～ 17:10
S24-4	 固定化ペプチドを用いた新規感作性物質評価法
	 浜田 芳男（甲南大FIRST）

17:10 ～ 17:35
S24-5	 皮膚表皮に存在するランゲルハンス細胞のアレルゲンに対する影響と	

代替動物試験法による皮膚刺激性評価
	 三宅 正晃（大塚製薬 品質保証部）

17:35 ～ 18:00
S24-6	 経皮吸収型製剤の今後の医療への貢献
	 上田 秀雄（城西大薬）
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3月 21日（木）　16:00～ 18:00� Q会場　幕張メッセ　国際会議場　3F　303
一般シンポジウム　S25　

第 3 回 臨床化学の進歩が変える薬物治療　 
～臨床検査と薬学の融合～
The 3rd Clinical chemistry opens up novel pharmacotherapeutic strategies  
～ Interaction between Laboratory Medicine and pharmaceutical sciences～

オーガナイザー：眞野 成康 , 城野 博史

16:00 ～ 16:02
オーガナイザー挨拶	
	 城野 博史（熊本大病院薬）

16:02 ～ 16:25
S25-1	 臨床化学的観点を活用した遺伝性ATTRアミロイドーシスの新規治療戦略の確立
	 城野 博史（熊本大病院薬 / 熊本大院薬）

16:25 ～ 16:48
S25-2	 メタボローム解析によるうつ病のバイオマーカー探索
	 康 東天（九大院医 / 九大病院）

16:48 ～ 17:11
S25-3	 血漿蛋白検査値の背景と臨床的判断
	 山田 俊幸（自治医大医）

17:11 ～ 17:34
S25-4	 機能性一本鎖抗体を用いた血清AGE修飾タンパク質の解析法の開発
	 森岡 弘志（熊本大院薬）

17:34 ～ 17:57
S25-5	 質量分析法による薬物と内因性物質の超高感度定量法の開発
	 鈴木 陽介（明治薬大）

17:57 ～ 18:00
総括	
	 眞野 成康（東北大病院薬）

3月 21日（木）　16:00～ 18:00� S 会場　幕張メッセ　国際展示場　1F　会議室8
一般シンポジウム　S26　

カイコ創薬の新展開　 
～蚕業革命の推進～
New development of drug discovery by utilizing silkworm - Progress in sericultural revolution -

オーガナイザー：関水 和久 , 伊藤 孝司

16:00 ～ 16:10
オーガナイザー挨拶と趣旨説明	
	 関水 和久（帝京大医真菌研セ）

16:10 ～ 16:35
S26-1	 TFAMの過剰発現によるミトコンドリア機能異常カイコモデルの構築
	 炭谷 めぐみ（農研機構）

16:35 ～ 17:00
S26-2	 GMP組換えカイコを用いたバイオ医薬品開発
	 清水 衛（免疫生物研）

17:00 ～ 17:25
S26-3	 組換えカイコを利用する人工糖タンパク質製剤の開発と応用
	 伊藤 孝司（徳島大院薬 / 徳島大薬 / SERIREVO）

17:25 ～ 17:50
S26-4	 薬物評価系としてのカイコの利用と新規抗菌剤の開発
	 浜本 洋（帝京大医真菌研セ）

17:50 ～ 18:00
総合討論	
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3月 22日（金）　9:30～ 11:30� B会場　幕張メッセ　国際会議場　2F　コンベンションホールB
一般シンポジウム　S27　

血液脳関門を攻略せよ： 
産学研究者による日本発中枢創薬革新への挑戦
Beyond the blood-brain barrier: Promising cutting-edge technologies and tools to open a new 
avenue for CNS drug development

オーガナイザー：降幡 知巳 , 立川 正憲

9:30 ～ 9:35
オーガナイザー挨拶	
	 立川 正憲（徳島大院医歯薬）

9:35 ～ 9:58
S27-1	 血中グルコース濃度の制御により効率的に血液脳関門を通過する薬物送達システム
	 桑原 宏哉（東医歯大院医歯学総合）

9:58 ～ 10:21
S27-2	 バイオ医薬品の脳内送達を目指した血液脳関門における高分子物質輸送機構の解明
	 伊藤 慎悟（熊本大院生命）

10:21 ～ 10:41
S27-3	 ヒト血液脳関門における脳転移性メラノーマ由来エクソソームの輸送機構と種差
	 立川 正憲（徳島大院医歯薬）

10:41 ～ 11:01
S27-4	 薬物脳送達技術開発を加速するヒト不死化細胞三次元血液脳関門モデル
	 降幡 知巳（千葉大院医）

11:01 ～ 11:24
S27-5	 血液脳関門通過技術を用いた希少疾患治療薬の開発
	 薗田 啓之（JCRファーマ）

11:24 ～ 11:30
総括	
	 降幡 知巳（千葉大院医）

3月 22日（金）　9:30～ 11:30� E 会場　ホテルニューオータニ幕張　2F　鶴の間（舞）
一般シンポジウム　S28　

血管透過性制御の最前線
Frontier of the vascular permeability regulation research

オーガナイザー：鈴木 亮 , 岡田 欣晃

9:30 ～ 9:35
オーガナイザー挨拶	
	 鈴木 亮（帝京大薬）

9:35 ～ 10:00
S28-1	 血管新生と血管透過性を同時に評価しうる三次元微小血管システム
	 松永 行子（東大生研）

10:00 ～ 10:20
S28-2	 血管内皮細胞特異的タンパク質Robo4 による炎症血管の透過性制御
	 岡田 欣晃（阪大院薬）

10:20 ～ 10:45
S28-3	 一酸化窒素を利用した血管透過性制御とがん治療応用
	 異島 優（徳島大薬）

10:45 ～ 11:10
S28-4	 生体顕微鏡を用いた血管透過性の可視化
	 松本 有（東大院医）

11:10 ～ 11:30
S28-5	 超音波を利用した血管透過性亢進による新規薬物・遺伝子デリバリー法の開発
	 鈴木 亮（帝京大薬）
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3月 22日（金）　9:30～ 11:30� F 会場　ホテルニューオータニ幕張　2F　鶴の間（翔）
一般シンポジウム　S29　

アカデミック・ディテーリング教育から実践へ 
～海外から学び科学的視点を極める～
Academic Detailing from Education to Practice; learn abroad and strengthen scientific perspective

オーガナイザー：小茂田 昌代 , 山本 美智子

9:30 ～ 9:45
S29-1	 Academic Detailing ―最適な薬物治療に向けたアプローチ―
	 山本 美智子（熊本大院薬 / 東京理大研アカデミック・ディテーリング・データベース部門）

9:45 ～ 10:15
S29-2	 米国ヒューストン大学における薬学生のための統合カリキュラムとは
	 ゲーリー ケビン（ヒューストン大薬）

10:15 ～ 10:45
S29-3	 カナダにおけるAcademic Detailing： ブリティッシュコロンビア州 Provincial Academic 

Detailing (PAD) Service のこれまでの取り組み
	 ナウマン テリン（ブリティッシュコロンビア州 Provincial Academic Detailing (PAD) Service）

10:45 ～ 11:00
S29-4	 アカデミック・ディテーリング支援システム開発の現状と課題
	 小茂田 昌代（東京理大薬 / 東京理大研アカデミック・ディテーリング・データベース部門）

11:00 ～ 11:20
S29-5	 薬物動態データベースの臨床活用に向けて
	 水口 賢司（医薬基盤健康栄養研）

11:20 ～ 11:30
総括	

3月 22日（金）　9:30～ 11:30� G会場　ホテルニューオータニ幕張　2F　ラピス
一般シンポジウム　S30　

薬学生の就職とキャリアデザイン
Attitudes towards career choice among pharmacy students

オーガナイザー：吉山 友二 , 根岸 健一

9:30 ～ 9:40
S30-1	 ６年制課程卒の薬剤師の活かし方
	 吉山 友二（北里大薬）

9:40 ～ 10:10
S30-2	 薬学生の就業意識とキャリアデザイン―新設薬学部生の例―
	 中込 啓一（武蔵野大薬）

10:10 ～ 10:30
S30-3	 薬学生のキャリアデザインと保険薬剤師
	 伊集院 一成（田無薬品 / 東京理大）

10:30 ～ 10:50
S30-4	 薬学生のキャリアデザインと病院薬剤師　	

～徳洲会薬剤部におけるキャリアデザイン形成の取り組み～
	 武田 清孝（札幌東徳洲会病院薬）

10:50 ～ 11:10
S30-5	 武田薬品におけるキャリアを取り巻く環境変化とキャリア支援の取り組み
	 樋口 淳（武田薬品工業）

11:10 ～ 11:30
総合討論	
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3月 22日（金）　9:30～ 11:30� K会場　幕張メッセ　国際会議場　1F　103
一般シンポジウム　S31　

抗ウイルス感染症研究のフロンティア 
～新しい HIV 感染症治療法開発における産官学での挑戦と成功
Frontiers of research on anti-viral infectious diseases―Challenges and success in development of 
new remedy for HIV infectious disease in industry, goverment and academia

オーガナイザー：玉村 啓和 , 藤田 美歌子

9:30 ～ 9:34
オーガナイザー挨拶	
	 藤田 美歌子（熊本大薬）

9:35 ～ 9:51
S31-1	 イノシトールリン脂質誘導体を用いたHIV根絶法の開発
	 立石 大（熊本大院薬）

9:52 ～ 10:18
S31-2	 HIV リザーバー細胞の除去を目的とした新規治療法開発に向けた研究
	 前田 賢次（国際医療研セ）

10:19 ～ 10:45
S31-3	 抗ウイルス作用をもつ細胞酵素APOBEC3 を活用したHIV阻害化合物の探索
	 岩谷 靖雅（名古屋医療セ / 名大院医）

10:46 ～ 11:12
S31-4	 新規抗ウイルス薬を創るには？	

―HIV-1 インテグラーゼ阻害剤ドルテグラビル創薬の事例からの学び―
	 吉永 智一（塩野義製薬 創薬疾患研）

11:13 ～ 11:30
S31-5	 中和抗体療法を志向したCD4 ミミックの創出
	 玉村 啓和（東京医歯大生材研）

3月 22日（金）　9:30～ 11:30� Q会場　幕張メッセ　国際会議場　3F　303
一般シンポジウム　S32　

皮膚バリア機能の低下制御に着目した薬学的戦略
Pharmaceutical strategy to protect skin barrier function

オーガナイザー：大井 一弥 , 山浦 克典

9:30 ～ 9:50
S32-1	 各種生理活性物質をもちいた皮膚バリア機能改善
	 徳留 嘉寛（城西大薬）

9:50 ～ 10:10
S32-2	 臓器炎症による皮膚バリア機能の低下と制御
	 大井 一弥（鈴鹿医療大薬）

10:10 ～ 10:30
S32-3	 重症薬疹の発症機序と新規治療戦略
	 斎藤 嘉朗（国立衛研）

10:30 ～ 10:50
S32-4	 掻痒性皮膚疾患の外用療法と薬局薬剤師の役割
	 山浦 克典（慶應大薬）

10:50 ～ 11:10
S32-5	 臨床現場における皮膚バリア機能低下の問題
	 大谷 道輝（杏雲堂病院薬）

11:10 ～ 11:30
総合討論	
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3月 22日（金）　9:30～ 11:30� S 会場　幕張メッセ　国際展示場　1F　会議室8
一般シンポジウム　S33　

若手研究者によるイオン輸送体を標的とした創薬研究の最前線
Recent advances in drug development targeting for ion transporters by young investigators

オーガナイザー：田頭 秀章 , 鈴木 良明

9:30 ～ 9:35
オーガナイザー挨拶	
	 鈴木 良明（名市大院薬）

9:35 ～ 9:50
S33-1	 NCX1 を標的とした肺高血圧症治療薬開発の可能性
	 田頭 秀章（福岡大医）

9:50 ～ 10:05
S33-2	 肺静脈心筋自発活動の緩徐脱分極に寄与するイオン輸送体の解明
	 行方 衣由紀（東邦大薬）

10:05 ～ 10:20
S33-3	 強心配糖体による癌細胞のグルコーストランスポーター局在制御
	 藤井 拓人（富山大院薬）

10:20 ～ 10:30
休憩	

10:30 ～ 10:45
S33-4	 骨芽細胞機能制御におけるカリウムチャネルの生理学的役割
	 鬼頭 宏彰（名市大院医）

10:45 ～ 11:00
S33-5	 イオンチャネルによる軟骨細胞の生理機能および病態形成への関与
	 鈴木 良明（名市大院薬）

11:00 ～ 11:15
S33-6	 褐色脂肪細胞における温度感受性TRPチャネルの役割
	 内田 邦敏（福岡歯大 / 生理研）

11:15 ～ 11:30
総括、討論	
	 田頭 秀章（福岡大医）

3月 22日（金）　13:30～ 15:30� E 会場　ホテルニューオータニ幕張　2F　鶴の間（舞）
一般シンポジウム　S34　

中分子創薬研究のフロンティア 
～内分泌ペプチド創薬の新時代を切り拓く～
Frontier Research in Drug Discovery and Development focused on Mid-sized Endocrine Peptides

オーガナイザー：高山 健太郎 , 坂根 稔康

13:30 ～ 13:35
オーガナイザー挨拶・趣旨説明	
	 高山 健太郎（東京薬大薬）

13:35 ～ 13:55
S34-1	 新規生理活性ペプチドであるNeuromedin U precursor-related peptide の同定とその機能
	 森 健二（国循研セ）

13:55 ～ 14:15
S34-2	 X 線結晶構造解析を基盤とした活性型グレリン認識機構の解明
	 椎村 祐樹（久留米大分生研 / 京大院医）

14:15 ～ 14:30
S34-3	 Neuromedin U 受容体選択的ヘキサペプチドアゴニストの創製
	 高山 健太郎（東京薬大薬）

14:30 ～ 14:45
S34-4	 生理活性ペプチドの鼻腔内投与による脳への送達と中枢疾患治療への応用
	 田中 晶子（神戸薬大薬）

14:45 ～ 15:05
S34-5	 創薬探索段階における非経口投与経路を活用した中分子ペプチド創薬への展望
	 山本 俊輔（武田薬品工業）

15:05 ～ 15:25
S34-6	 持続性アドレノメデュリン誘導体の創製
	 永田 さやか（宮崎大医）

15:25 ～ 15:30
総括	
	 坂根 稔康（神戸薬大薬）
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3月 22日（金）　13:30～ 15:30� F 会場　ホテルニューオータニ幕張　2F　鶴の間（翔）
一般シンポジウム　S35　

大気中の遺伝毒性物質・発がん物質とそのリスク評価
Genotoxic substances and carcinogens in ambient air and the risk assessment of them

オーガナイザー：早川 和一 , 青木 康展

13:30 ～ 13:55
S35-1	 最近の都市大気 PAH類汚染
	 早川 和一（金沢大）

13:55 ～ 14:20
S35-2	 大気輸送中の PAH類の化学反応と毒性の変化
	 亀田 貴之（京大院エネ科）

14:20 ～ 14:45
S35-3	 大気汚染の健康影響とその疫学的評価
	 片野田 耕太（国立がん研究セ）

14:45 ～ 15:10
S35-4	 大気中に存在する多環芳香族炭化水素の健康リスク評価の考え方
	 青木 康展（国立環境研）

15:10 ～ 15:30
総合討論	

3月 22日（金）　13:30～ 15:30� G会場　ホテルニューオータニ幕張　2F　ラピス
一般シンポジウム　S36　

Diversity-oriented シンポジウム： 
若手海外挑戦がひらく多様性のトビラ
Diversity-oriented symposium: Diversity experiences through study abroad

オーガナイザー：中山 淳 , 薬師寺 文華

13:30 ～ 13:35
オーガナイザー挨拶	
	 中山 淳（徳島大院薬）

13:35 ～ 13:55
S36-1	 Activity-based protein profiling を用いた効率的な脂質代謝阻害薬の創製
	 小笠原 大介（スクリプス研究所）

13:55 ～ 14:15
S36-2	 留学による新たな研究展開と人との繋がり
	 殿城 亜矢子（千葉大院薬）

14:15 ～ 14:35
S36-3	 日本をたって知ったこと：英国留学経験に現在の考察を交えて
	 小倉 由資（東北大院農）

14:35 ～ 14:45
休憩	

14:45 ～ 15:05
S36-4	 ドイツでのポスドクとしての期間を振り返る
	 藤川 雄太（東京薬大生命科学）

15:05 ～ 15:25
S36-5	 女性研究者の子連れ留学＠ジュネーブ大学
	 久保 美和（徳島文理大薬）

15:25 ～ 15:30
総括	
	 薬師寺 文華（北大院薬）
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3月 22日（金）　13:30～ 15:30� K会場　幕張メッセ　国際会議場　1F　103
一般シンポジウム　S37　

革新的医療機器開発の最前線
Cutting-edge development of innovative medical devices

オーガナイザー：近藤 昌夫 , 蓜島 由二

13:30
はじめに	
	 近藤 昌夫（阪大院薬）

13:30 ～ 14:05
S37-1	 革新的医療機器開発における薬学研究者・薬剤師への期待
	 中井 清人（厚生労働省 医薬・生活衛生局）

14:05 ～ 14:25
S37-2	 我が国の医療機器産業の現状、薬学への期待
	 中野 壮陛（医療機器セ）

14:25 ～ 14:45
S37-3	 オープンイノベーションを切り開くスマート治療室の開発
	 岡本 淳（東京女子医大先端生命医科学研）

14:45 ～ 15:00
S37-4	 新しい End-of-life ケアの創出を目指したVirtual reality の医療応用
	 仁木 一順（阪大院薬 / 市立芦屋病院）

15:00 ～ 15:15
S37-5	 超音波セラノスティクスの実現に向けて
	 鈴木 亮（帝京大薬）

15:15 ～ 15:30
S37-6	 RNAアプタマーを利用した機能性医療材料開発
	 野村 祐介（国立衛研）

15:30
総括	
	 蓜島 由二（国立衛研）

3月 22日（金）　13:30～ 15:30� Q会場　幕張メッセ　国際会議場　3F　303
一般シンポジウム　S38　

変わりゆくグリア細胞の役割 
～ミクログリア目線で疾患を診る !
A dramatic paradigm shift concerning microglia in health and disease.

オーガナイザー：伊藤 康一

13:30 ～ 13:35
オーガナイザー挨拶	
	 伊藤 康一（徳島文理大香川薬）

13:35 ～ 13:57
S38-1	 ミクログリアによるシナプス貪食の脳機能への影響
	 小山 隆太（東京大薬院）

13:57 ～ 14:19
S38-2	 中枢神経疾患および炎症反応におけるミクログリアの中心的な役割
	 白川 久志（京大院薬）

14:19 ～ 14:41
S38-3	 ミクログリアの発生過程から迫る認知症治療戦略の開発
	 高田 和幸（京都薬大）

14:41 ～ 15:03
S38-4	 発達期の化学物質曝露によるミクログリア活性化と成長後の行動異常
	 石原 康宏（広島大院総科）

15:03 ～ 15:25
S38-5	 ヒト血液由来ミクログリア様（iMG）細胞を用いた精神疾患トランスレーショナル研究
	 加藤 隆弘（九大院医）

15:25 ～ 15:30
質疑・総括	
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3月 22日（金）　13:30～ 15:30� S 会場　幕張メッセ　国際展示場　1F　会議室8
一般シンポジウム　S39　

医薬品開発における経口吸収研究の最前線
Recent researches on oral absorption of drug in pharmaceutical research and development

オーガナイザー：尾上 誠良 , 小澤 誠

13:30 ～ 13:35
オーガナイザー挨拶	
	 尾上 誠良（静岡県大薬）

13:35 ～ 14:00
S39-1	 ヒト消化管内吸収挙動を反映したin vitroシステム：経口投与製剤からの薬物吸収性評価
	 片岡 誠（摂南大薬）

14:00 ～ 14:25
S39-2	 in silico modeling & simulation による経口投与製剤の吸収予測
	 上林 敦（アステラス製薬）

14:25 ～ 14:50
S39-3	 分子状態評価に基づく難水溶性薬物の経口吸収改善
	 植田 圭祐（千葉大院薬）

14:50 ～ 15:15
S39-4	 膜透過促進戦略に基づくバイオ薬物の経口吸収改善
	 亀井 敬泰（神戸学院大薬）

15:15 ～ 15:30
総合討論ならびに総括	
	 小澤 誠（第一三共RDノバーレ）

3月 22日（金）　16:00～ 18:00� E 会場　ホテルニューオータニ幕張　2F　鶴の間（舞）
一般シンポジウム　S40　

脳内薬物デリバリー研究の潮流　 
～薬物治療の実現を目指して～
Trend of DDS technology to brain: To realize drug therapy with DDS

オーガナイザー：近藤 啓 , 浅井 知浩

16:00 ～ 16:05
オーガナイザー挨拶	
	 近藤 啓（静岡県大薬）

16:05 ～ 16:30
S40-1	 新しい中枢疾患モダリティを創製するためのヒト血液脳関門機能の理解
	 出口 芳春（帝京大薬）

16:30 ～ 16:55
S40-2	 中・高分子医薬のNose-to-Brain デリバリーによる中枢疾患治療
	 金沢 貴憲（日本大薬）

16:55 ～ 17:15
S40-3	 超音波とマイクロバブルを用いた脳内薬物送達法の開発
	 小俣 大樹（帝京大薬）

17:15 ～ 17:35
S40-4	 多色深部イメージング評価系に基づく脳への外部刺激応答性DDS開発戦略
	 麓 伸太郎（長崎大院医歯薬）

17:35 ～ 17:55
S40-5	 HMGB1 に親和性を示す合成ポリマーナノ粒子の開発と脳虚血 /再灌流障害治療への応用
	 小出 裕之（静岡県大薬）

17:55 ～ 18:00
総括	
	 浅井 知浩（静岡県大薬）
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3月 22日（金）　16:00～ 18:00� F 会場　ホテルニューオータニ幕張　2F　鶴の間（翔）
一般シンポジウム　S41　

微粒子に起因する疾患に対する理解と創薬への展開
Particle-associated inflammatory diseases

オーガナイザー：中山 勝文 , 齊藤 達哉 , 堤 康央

16:00 ～ 16:02
趣旨説明	
	 中山 勝文（東北大学際研 / 科学技術振興機構さきがけ）

16:02 ～ 16:25
S41-1	 生体外微粒子の健康影響とその有効活用に向けて
	 堤 康央（阪大院薬）

16:25 ～ 16:48
S41-2	 微粒子が誘導する自然免疫応答の理解と化合物による制御
	 齊藤 達哉（阪大院薬 / 徳島大酵素研）

16:48 ～ 17:11
S41-3	 マクロファージによる微粒子の認識機構
	 中山 勝文（東北大学際研 / 科学技術振興機構さきがけ）

17:11 ～ 17:34
S41-4	 吸入性微粒子による誘導されるアレルギー性炎症発症のメカニズム
	 黒田 悦史（医薬健栄研ワクチン・アジュバント研究セ / 阪大免疫学フロンティア研究セ / 科学技術振興機構さきがけ）

17:34 ～ 17:57
S41-5	 微粒子形成の予防～尿酸動態制御と薬物治療について～
	 高田 龍平（東大病院薬）

17:57 ～ 18:00
総括・展望	
	 堤 康央（阪大院薬）

3月 22日（金）　16:00～ 18:00� G会場　ホテルニューオータニ幕張　2F　ラピス
一般シンポジウム　S42　

こんな薬剤師が欲しい！　 
～医師・看護師・薬剤師の立場と教育現場から～
An ideal pharmacist from viewpoints of medical doctors, nurses, pharmacists, and pharmaceutical 
educators

オーガナイザー：大寺 恵子 , 竹平 理恵子 , 川田 桂子

16:00 ～ 16:05
S42-1	 こんな薬剤師が欲しい！立場が変われば！
	 大寺 恵子（東邦大薬）

16:05 ～ 16:25
S42-2	 薬学基礎教育を考える：生化学教育に携わった老教師の思い
	 後藤 佐多良（順天堂大院スポーツ健康医科学研）

16:25 ～ 16:45
S42-3	 なぜ薬剤師にヒューマニティ教育が必要なのか？　―医療人教育の立場から―
	 有田 悦子（北里大薬）

16:45 ～ 16:55
S42-4	 未来を見据えて今何ができるか　―病院薬剤師の立場から―
	 川田 桂子（日医大病院薬）

16:55 ～ 17:15
S42-5	 薬剤師の理想的な役割　―看護師の立場から―
	 中原 るり子（共立女子大看）

17:15 ～ 17:35
S42-6	 地域医療の中での薬剤師：駆け出しの医師から見て
	 江角 浩安（志摩市民病院）

17:35 ～ 17:40
S42-7	 社会から求められる薬剤師になるために
	 竹平 理恵子（北里大薬）

17:40 ～ 18:00
総合討論	
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3月 22日（金）　16:00～ 18:00� K会場　幕張メッセ　国際会議場　1F　103
一般シンポジウム　S43　

生体分子骨格リデザインで挑む次世代創薬研究
New generation research on the drug seed development with biomolecular re-design

オーガナイザー：浅井 禎吾 , 淡川 孝義 , 恒松 雄太

16:00 ～ 16:05
オーガナイザー挨拶	

16:05 ～ 16:25
S43-1	 生合成遺伝子制御に基づく天然物創薬リバイバル
	 恒松 雄太（静岡県大薬）

16:25 ～ 16:45
S43-2	 リジン脱アセチル化酵素 SIRT2 を標的とした創薬研究と脂質代謝物の新しい機能の発見
	 伊藤 昭博（東京薬大生命 / 理研）

16:45 ～ 17:05
S43-3	 微生物からの新規医薬品骨格生合成酵素の発掘
	 淡川 孝義（東大院薬）

17:05 ～ 17:25
S43-4	 ペニシリン結合タンパク質による非リボソームペプチドの環化反応
	 松田 研一（北大院薬）

17:25 ～ 17:45
S43-5	 toehold 導入型核酸アプタマーによる中和制御可能な抗凝固製剤
	 吉本 敬太郎（東大院総文（広域・生命） / JST さきがけ）

17:45 ～ 18:00
S43-6	 新たな医薬資源を開拓する糸状菌ポストゲノム型天然物探索研究
	 浅井 禎吾（東大院総文（広域・生命））

3月 22日（金）　16:00～ 18:00� Q会場　幕張メッセ　国際会議場　3F　303
一般シンポジウム　S44　

医薬品情報の活用の高質化 
～ IoT を活用したアプローチ
Improvement in utilization of drug information - Approach utilizing IoT

オーガナイザー：宮内 洋一

16:00 ～ 16:05
オーガナイザー挨拶	
	 宮内 洋一（アステラス製薬）

16:05 ～ 16:35
S44-1	 オープンサイエンス時代の研究データ基盤の構築に向けて
	 尾城 孝一（国立情報学研）

16:35 ～ 17:05
S44-2	 ヘルスケアにおけるAI の活用の現状について
	 高野 敦司（日本アイ・ビー・エム）

17:05 ～ 17:35
S44-3	 「ケンタウロスケミスト」による低分子創薬の加速
	 田中 大輔（Exscientia）

17:35 ～ 18:00
パネルディスカッション	
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3月 22日（金）　16:00～ 18:00� S 会場　幕張メッセ　国際展示場　1F　会議室8
一般シンポジウム　S45　

DDS の難題に挑む
Tackle Tough Questions of DDS

オーガナイザー：有馬 英俊 , 川上 茂

16:00 ～ 16:10
オーガナイザー挨拶	
	 有馬 英俊（熊本大院薬）

16:10 ～ 16:30
S45-1	 循環血流を介さない体内臓器への薬物送達
	 小暮 健太朗（徳島大院医歯薬）

16:30 ～ 16:50
S45-2	 超分子複合体を用いた間質圧の高い腫瘍への抗がん剤デリバリー
	 有馬 英俊（熊本大院薬）

16:50 ～ 17:10
S45-3	 エクソソーム随伴導入型薬物送達システムの開発
	 山吉 麻子（長崎大院医歯薬 / JST さきがけ）

17:10 ～ 17:30
S45-4	 多色深部イメージングを利用した空間分布制御型ナノDDSの開発
	 川上 茂（長崎大院医歯薬）

17:30 ～ 17:50
S45-5	 患者腫瘍移植モデルにおける分子標的治療薬の細胞内薬物動態解析に基づく創薬開発
	 濱田 哲暢（国立がん研究セ）

17:50 ～ 18:00
総括	
	 川上 茂（長崎大院医歯薬）

3月 23日（土）　9:30～ 11:30� B会場　幕張メッセ　国際会議場　2F　コンベンションホールB
一般シンポジウム　S46　

解明が進む　 
生体防御応答における細胞内代謝経路の役割
Advances in the elucidation of role of intracellular metabolic pathway in cellular defense system

オーガナイザー：高橋 勉 , 佐々木 由香

9:30 ～ 9:35
オーガナイザー挨拶	
	 高橋 勉（東京薬大薬）

9:35 ～ 10:00
S46-1	 化学物質が誘発する皮膚疾患におけるプロスタグランジン合成酵素の役割
	 佐々木 由香（昭和大薬）

10:00 ～ 10:25
S46-2	 酸化ストレス負荷時のピルビン酸キナーゼM2（PKM2）を介した糖代謝制御
	 色川 隼人（東北医薬大薬）

10:25 ～ 10:35
休憩	

10:35 ～ 11:00
S46-3	 亜ヒ酸毒性発現機構におけるペントースリン酸経路の防御的役割
	 高橋 勉（東京薬大薬 / 東北大院薬）

11:00 ～ 11:25
S46-4	 がん細胞におけるKeap1-Nrf2 酸化ストレス応答系の破綻
	 光石 陽一郎（順天堂大院医）

11:25 ～ 11:30
総括	
	 佐々木 由香（昭和大薬）
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3月 23日（土）　9:30～ 11:30� C会場　幕張メッセ　国際会議場　2F　国際会議室
一般シンポジウム　S47　

臨床製剤と薬学教育をめぐる現状と課題
The current situation and challenges of clinical forumulations and pharmaceutical education.

オーガナイザー：花輪 剛久 , 米持 悦生 , 河野 弥生 , 百 賢二

9:30 ～ 9:35
趣旨説明	
	 花輪 剛久（東京理大薬）

9:35 ～ 9:55
S47-1	 臨床製剤の現状
	 河田 圭司（山梨大病院薬）

9:55 ～ 10:15
S47-2	 院内製剤における製剤設計の問題と対応
	 大谷 道輝（杏雲堂病院薬）

10:15 ～ 10:35
S47-3	 透析そう痒治療製剤メントール・ジフェンヒドラミン含有クリームの製剤安定性評価
	 大貫 義則（富山大薬院）

10:35 ～ 10:55
S47-4	 薬剤学から臨床製剤を考える
	 菅原 満（北大院薬）

10:55 ～ 11:15
S47-5	 臨床製剤開発：アカデミアからベッドサイドへ、ベッドサイドからアカデミアへ
	 渡辺 善照（東北医薬大病院薬）

11:15 ～ 11:30
総合討論	
	 米持 悦生（星薬大）

3月 23日（土）　9:30～ 11:30� G会場　ホテルニューオータニ幕張　2F　ラピス
一般シンポジウム　S48　

第 2 回　領域別専門薬剤師による clinical question の解決手段と、薬物療法のエビデンス創出
に向けて
The 2nd Symposium "Strategies to Solve Clinical Question Toward Development of 
Pharmacotherapeutic Evidences Promoted by a Variety of Certified Pharmacists"

オーガナイザー：尾田 一貴 , 榎屋 友幸

9:30 ～ 9:35
趣旨説明	
	 尾田 一貴（熊本大病院薬）

9:35 ～ 9:52
S48-1	 感染制御領域で薬剤師が創出するエビデンスと臨床応用
	 山田 尚広（浜松医大病院薬）

9:52 ～ 10:09
S48-2	 マグネシウム投与によるシスプラチン起因性腎障害の予防効果およびその機序の解明
	 齋藤 佳敬（北海道大病院薬）

10:09 ～ 10:26
S48-3	 がん専門薬剤師が実践する経口分子標的抗がん薬の PK/PD/PGx 研究
	 野田 哲史（滋賀医大病院薬）

10:26 ～ 10:43
S48-4	 高齢者における抗認知症薬の適正使用を目指した臨床研究
	 中村 友喜（三重こころ医療セ薬）

10:43 ～ 11:00
S48-5	 向精神薬の副作用対策を基盤とした臨床研究とその活用
	 武智 研志（徳島大病院 臨床試験管理セ）

11:00 ～ 11:17
S48-6	 薬剤師によるベッドサイドの臨床薬理学研究
	 潮平 英郎（琉球大病院薬）

11:17 ～ 11:30
総合討論	
	 榎屋 友幸（鈴鹿医療大薬）
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3月 23日（土）　9:30～ 11:20� H会場　ホテルニューオータニ幕張　2F　ステラ
一般シンポジウム　S49　

チームアプローチで実現するゲノム医療と薬剤師の役割
Genomic Medicine from a Team Approach and the Role of Pharmacists

オーガナイザー：望月 眞弓 , 青森 達

9:30 ～ 9:35
趣旨説明	
	 望月 眞弓（慶應大病院薬 / 慶應大薬）

9:35 ～ 9:55
S49-1	 ゲノム医療に求められるシステム構築と人材について
	 西原 広史（慶應大医）

9:55 ～ 10:15
S49-2	 ゲノム医療におけるデータサイエンティストの役割と育成
	 冨田 秀太（岡山大院医歯薬 / 岡山大病院ゲノム医療総合推進セ）

10:15 ～ 10:35
S49-3	 がんゲノム医療における薬剤師の役割
	 寺田 智祐（滋賀医大病院薬）

10:35 ～ 10:50
S49-4	 がんゲノム医療における患者対応の経験から
	 四十物 絵里子（慶應大医）

10:50 ～ 11:05
S49-5	 遺伝性乳がん患者に対する浜松医療センターの取り組み
	 宮本 康敬（浜松医療センター薬）

11:05 ～ 11:20
S49-6	 ゲノム医療に関わる薬剤師の育成に向けた取り組み
	 櫻井 洋臣（慶應大病院薬）

3月 23日（土）　9:30～ 11:30� K会場　幕張メッセ　国際会議場　1F　103
一般シンポジウム　S50　

臨床試験中および実用化された核酸医薬
Oligonucleotide therapeutics in clinical trial and practical use

オーガナイザー：谷口 陽祐 , 川上 純司 , 佐々木 茂貴

9:30 ～ 9:35
オーガナイザー挨拶	
	 谷口 陽祐（九大院薬）

9:35 ～ 10:00
S50-1	 厳密な立体構造認識に基づく核酸医薬の機能制御
	 和田 猛（東京理大薬）

10:00 ～ 10:25
S50-2	 核酸医薬の実用化に向けた化学的アプローチ
	 小比賀 聡（阪大院薬 / 医薬基盤研）

10:25 ～ 10:50
S50-3	 ナノ構造化による核酸医薬の体内動態制御
	 西川 元也（東京理大薬）

10:50 ～ 11:15
S50-4	 脂質異常症難病に対する核酸医薬の開発
	 斯波 真理子（国循セン研）

11:15 ～ 11:30
総括	
	 川上 純司（甲南大FIRST）
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3月 23日（土）　9:30～ 11:30� Q会場　幕張メッセ　国際会議場　3F　303
一般シンポジウム　S51　

脳・神経系疾患の薬物治療を革新する異分野連携シンポジウム 
～基礎研究で考えることとは？～
An interdisciplinary symposium on advancing drug therapy for CNS diseases  
- Messages from basic researchers -

オーガナイザー：吾郷 由希夫 , 亀井 敬泰

9:30 ～ 9:33
趣旨説明	
	 吾郷 由希夫（阪大院薬）

9:33 ～ 9:56
S51-1	 こころの疾患 “うつ病 ” のバイオマーカー探索～基礎から臨床への橋渡し～
	 宮田 茂雄（群馬大院遺伝発達行動 / 群馬大院神経精神医学）

9:56 ～ 10:19
S51-2	 難治性疼痛治療を目指した新規 PAC1 受容体小分子アンタゴニストの創薬
	 髙﨑 一朗（富山大院理工 / 富山大院生命融合）

10:19 ～ 10:42
S51-3	 中枢疾患治療に寄与するバイオ医薬の鼻腔－脳移行促進法の開発
	 亀井 敬泰（神戸学院大薬）

10:42 ～ 11:05
S51-4	 難治性脳神経系疾患の治療を指向した薬剤送達システムの創製
	 安楽 泰孝（東大院工 / ナノ医療イノベーションセ）

11:05 ～ 11:28
S51-5	 ゲノムコピー数変異に着目した統合失調症の創薬研究
	 吾郷 由希夫（阪大院薬）

11:28 ～ 11:30
総括	
	 亀井 敬泰（神戸学院大薬）

3月 23日（土）　9:30～ 11:30� S 会場　幕張メッセ　国際展示場　1F　会議室8
一般シンポジウム　S52　

分子パスウェイ経路による有害性発現予測に関する OECD 等の取り組みについて
Molecular pathway-based prediction of adverse events in OECD etc.

オーガナイザー：田邊 思帆里 , 山田 隆志

9:30 ～ 9:35
オーガナイザー挨拶	
	 田邊 思帆里（国立衛研）

9:35 ～ 9:45
S52-1	 AOP（Adverse Outcome Pathway; 有害性発現経路）に基づいた化学物質の安全性評価へ

向けたチャレンジ
	 山田 隆志（国立衛研）

9:45 ～ 10:15
S52-2	 Current Status and Future Perspectives of AOP Development in OECD
	 Maurice WHELAN（European Commission, Joint Research Centre (JRC), Italy）

10:15 ～ 10:30
S52-3	 遺伝子ネットワーク解析による分子パスウェイ解明及びAOP開発状況について
	 田邊 思帆里（国立衛研）

10:30 ～ 11:00
S52-4	 遺伝子発現量データを用いたAOPに基づく肝毒性評価の可能性
	 赤堀 有美（化学物質評価研究機構）

11:00 ～ 11:30
S52-5	 化学構造からの有害性発現予測　～人工知能技術の適用～
	 植沢 芳広（明治薬大）
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3月 23日（土）　13:30～ 15:30� A会場　幕張メッセ　国際会議場　2F　コンベンションホールA
一般シンポジウム　S53　

選択的タンパク質分解医薬品開発の最前線
Recent progress in the development of protein degradation inducers

オーガナイザー：大和 隆志 , 内藤 幹彦

13:30 ～ 13:34
オーガナイザー挨拶	
	 内藤 幹彦（国立衛研）

13:34 ～ 14:02
S53-1	 サリドマイドの標的セレブロンの発見から新薬開発
	 半田 宏（東京医大）

14:02 ～ 14:30
S53-2	 選択的タンパク質分解薬のケミカルバイオロジーとスプライシングモジュレーターの	

創薬を繋ぐ
	 大和 隆志（エーザイ）

14:30 ～ 14:58
S53-3	 キメラ型タンパク質分解薬 SNIPER の開発
	 内藤 幹彦（国立衛研）

14:58 ～ 15:26
S53-4	 標的タンパク質のケミカルノックダウンと応用展開
	 石川 稔（東大定量研）

15:26 ～ 15:30
総括	
	 大和 隆志（エーザイ）

3月 23日（土）　13:30～ 15:30� B会場　幕張メッセ　国際会議場　2F　コンベンションホールB
一般シンポジウム　S54　

感染症の現状と対策 
～薬学領域が果たす役割
Current status and countermeasures of infectious diseases

オーガナイザー：黒田 照夫 , 松沢 厚 , 久下 周佐

13:30 ～ 13:50
S54-1	 抗感染症薬の開発―マラリアなど抗寄生虫薬を例として―
	 北 潔（長崎大院熱帯医学グローバルヘルス）

13:50 ～ 14:10
S54-2	 日本において危惧される新興，再興感染症（SFTS、ジカ、デングなど）
	 西條 政幸（国立感染研ウイルス一部）

14:10 ～ 14:30
S54-3	 わが国におけるAMR対策と薬剤耐性菌サーベイランス
	 菅井 基行（国立感染研 薬剤耐性研セ）

14:30 ～ 14:50
S54-4	 再度発生した風しんの国内流行の背景と公衆衛生対策
	 大石 和徳（国立感染研 感染症疫学セ）

14:50 ～ 15:10
S54-5	 地域連携による感染症対策への取り組み
	 中居 肇（大館市立総合病院薬）

15:10 ～ 15:30
S54-6	 調剤薬局に期待する感染制御活動
	 藤村 茂（東北医薬大薬）
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3月 23日（土）　13:30～ 15:30� H会場　ホテルニューオータニ幕張　2F　ステラ
一般シンポジウム　S55　

新時代の医薬品リスクマネジメント 
～新たなハザードに対して
Risk Management of Drugs in the Near Future - For New Type of Hazards

オーガナイザー：高木 達也 , 那須 正夫 , 佐藤 嗣道

13:30 ～ 13:35
オーガナイザー挨拶	
	 高木 達也（阪大院薬）

13:35 ～ 14:00
S55-1	 不良薬、偽造薬の撲滅に向けて
	 木村 和子（金沢大）

14:00 ～ 14:25
S55-2	 催奇形性のある医薬品のリスク管理の歴史と課題
	 佐藤 嗣道（東京理大薬）

14:25 ～ 14:50
S55-3	 医薬品情報を活用するベースはできているか　～ドイツの状況から再考～
	 土生 康司（神戸薬大）

14:50 ～ 15:10
S55-4	 医薬品の重篤有害事象の歴史と災害医療におけるハイリスク医薬品
	 高木 達也（阪大院薬）

15:10 ～ 15:30
総合討論	

3月 23日（土）　13:30～ 15:30� K会場　幕張メッセ　国際会議場　1F　103
一般シンポジウム　S56　

薬学における生命指向型化学 
生体分子を標的とした有機化学反応の新展開
Chemical Biology for Pharmaceutical Sciences-Development of Organic Reactions for Biomolecules

オーガナイザー：平山 祐 , 堀 雄一郎

13:30 ～ 13:32
オーガナイザー挨拶	
	 平山 祐（岐阜薬大）

13:32 ～ 13:48
S56-1	 生体内鉄イオンとの化学反応に基づく蛍光プローブ分子の開発と応用
	 平山 祐（岐阜薬大）

13:48 ～ 14:13
S56-2	 コバレント阻害剤の標的選択性向上を指向した新規反応基の探索とキナーゼ阻害剤への応用
	 進藤 直哉（九大院薬）

14:13 ～ 14:38
S56-3	 標的核酸を捕らえる新しい反応性分子開発
	 鬼塚 和光（東北大多元研）

14:38 ～ 15:03
S56-4	 有機ラジカルを用いる化学選択的タンパク質変換反応の開発と応用
	 生長 幸之助（東大院薬）

15:03 ～ 15:28
S56-5	 脳神経における受容体の精密動態を明らかにするケミカルラベル
	 清中 茂樹（京大院工）

15:28 ～ 15:30
総括	
	 堀 雄一郎（阪大）
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3月 23日（土）　13:30～ 15:30� Q会場　幕張メッセ　国際会議場　3F　303
一般シンポジウム　S57　

がん微小環境の理解とその克服に向けた薬学的アプローチとは？ 
～ HIF-1αの理解と制御に向けて～
Pharmaceutical approaches to understand and overcome tumor microenviroments  
~understanding and regulating HIF-1α~

オーガナイザー：櫻井 文教 , 花岡 健二郎

13:30 ～ 13:50
S57-1	 低酸素・低栄養下におけるがん細胞の適応と制御法の開発
	 井上 正宏（京大院医 / 大阪国際がんセ）

13:50 ～ 14:10
S57-2	 生体内低酸素環境を可視化する蛍光プローブの開発
	 花岡 健二郎（東大院薬）

14:10 ～ 14:30
S57-3	 がん微小環境モジュレーターの創出をめざす創薬研究
	 永澤 秀子（岐阜薬大）

14:30 ～ 14:50
S57-4	 HIF 活性化分子Mint3 によるがん微小環境制御機構の解明と創薬への応用
	 坂本 毅治（東大医科研）

14:50 ～ 15:10
S57-5	 低酸素応答シグナルを標的とした創薬ケミカルバイオロジー
	 掛谷 秀昭（京大院薬）

15:10 ～ 15:30
S57-6	 腫瘍溶解性ウイルスであるレオウイルスによるHIF-1αの発現低下
	 櫻井 文教（阪大院薬）

3月 23日（土）　13:30～ 15:30� S 会場　幕張メッセ　国際展示場　1F　会議室8
一般シンポジウム　S58　

薬物乱用のトレンド： 
ポスト危険ドラッグとしての大麻問題を考える
Trends in drug abuse: Cannabis in the era of post-new psychoactive substances

オーガナイザー：舩田 正彦 , 三島 健一

13:30 ～ 13:35
オーガナイザー挨拶	
	 舩田 正彦（国立精神・神経医療研究セ）

13:35 ～ 14:00
S58-1	 日本における大麻使用の現状：薬物使用に関する全国住民調査 2017 より
	 嶋根 卓也（国立精神・神経医療研セ）

14:00 ～ 14:25
S58-2	 米国における大麻規制の現状：医療用途と嗜好品
	 富山 健一（国立精神・神経医療研セ）

14:25 ～ 14:50
S58-3	 大麻成分の中枢効果：有用性と危険性
	 三島 健一（福岡大薬）

14:50 ～ 15:15
S58-4	 大麻成分の依存性と細胞毒性
	 舩田 正彦（国立精神・神経医療研セ）

15:15 ～ 15:30
総合討論	
	 三島 健一（福岡大薬）
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3月 23日（土）　16:00～ 18:00� A会場　幕張メッセ　国際会議場　2F　コンベンションホールA
一般シンポジウム　S59　

心不全の地域包括ケアにおける情報共有 
～多職種で有用な情報共有とは～
Information sharing in the community-based integrated care systems of heart failure

オーガナイザー：関根 祐子 , 三浦 剛

16:00 ～ 16:05
挨拶（趣旨説明）	
	 三浦 剛（城西国際大薬）

16:05 ～ 16:25
S59-1	 心不全の地域包括ケアで求められる薬剤師の役割
	 高野 博之（千葉大院薬）

16:25 ～ 16:55
S59-2	 心不全地域連携パスと病診薬連携における薬剤師の役割
	 森川 剛（北信総合病院薬）

16:55 ～ 17:25
S59-3	 地域包括ケアにおける保険薬局の役割　心不全を通して
	 高橋 眞生（カネマタ薬局）

17:25 ～ 17:55
S59-4	 地域で支える心不全医療
	 伊東 紀揮（ゆみのハートクリニック）

17:55 ～ 18:00
総括（まとめ）	
	 関根 祐子（千葉大院薬）

3月 23日（土）　16:00～ 18:00� B会場　幕張メッセ　国際会議場　2F　コンベンションホールB
一般シンポジウム　S60　

高度先導的薬剤師の養成とそのグローカルな活躍を推進するアドバンスト教育研究プログラムの 
共同開発
Collaborative Development of Advanced Practical Education Program to Train and Support 
Pharmacists with  Leadership

オーガナイザー：平田 收正 , 鈴木 匡

16:00 ～ 16:05
開会の辞	
	 平田 收正（阪大院薬）

16:05 ～ 16:10
あいさつ	
	 福島 哉史（文科省）

16:10 ～ 16:15
プログラム紹介	
	 平田 收正（阪大院薬）

16:15 ～ 16:40
S60-1	 改訂コア・カリキュラムに準拠した実務実習を目前にした千葉大学の病院実習	

―試行と反省と提案―
	 石井 伊都子（千葉大病院）

16:40 ～ 17:05
S60-2	 大学・施設が地域で連携して進める東海地区薬剤師臨床教育の実践報告　	

－薬学教育を＜地域＞で推進する意義と課題－
	 鈴木 匡（名市大院薬）

17:05 ～ 17:30
S60-3	 薬学教育が進むべき道はGlobalization か Harmonization か　	

―国公立大学がGlocal から世界を変える―
	 小澤 光一郎（広島大院医歯薬保）

17:30 ～ 17:55
S60-4	 6 年制薬剤師養成教育の評価と課題 ～英国University college London での留学経験から～
	 武田 香陽子（北海道科学大薬）

17:55 ～ 18:00
閉会の辞	
	 鈴木 匡（名市大院薬）
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3月 23日（土）　16:00～ 18:00� C会場　幕張メッセ　国際会議場　2F　国際会議室
一般シンポジウム　S61　

痛みとかゆみ： 
慢性化の仕組みを紐解く最新知見
Recent advances in the understanding of the mechanisms for pain and itch chronicity

オーガナイザー：津田 誠 , 成田 年

16:00 ～ 16:30
S61-1	 痒みの慢性化メカニズムをグリア細胞から探る
	 津田 誠（九大院薬）

16:30 ～ 17:00
S61-2	 慢性そう痒と脳内メカニズム
	 石氏 陽三（慈恵医大）

17:00 ～ 17:30
S61-3	 脳内報酬系－ストレス応答神経系－末梢免疫機構のバランス破綻と	

” 痛み・かゆみ ”感覚の遷延化
	 成田 年（星薬大 / 星薬大先端研 (L-StaR)）

17:30 ～ 18:00
S61-4	 痛み医療での Precision Medicine（精密医療）に向けて
	 住谷 昌彦（東大病院）

3月 23日（土）　16:00～ 18:00� D会場　幕張メッセ　国際会議場　2F　201
一般シンポジウム　S62　

分子のレジデンスを考える 
～分子と収容場の相互作用を機能へ
molecular residence: from interactions between molecules and spacio temporary to functions

オーガナイザー：市川 聡 , 花岡 健二郎

16:00 ～ 16:05
オーガナイザー挨拶	
	 市川 聡（北大院薬）

16:05 ～ 16:30
S62-1	 かご型錯体の空孔形状を利用した分子操作：分子の変形と特異的反応
	 竹澤 浩気（東大院工）

16:30 ～ 16:55
S62-2	 レジデンスを意識した天然物創薬
	 市川 聡（北大院薬 / 日本医療研究開発機構）

16:55 ～ 17:05
休憩	

17:05 ～ 17:30
S62-3	 複製・修復の足場タンパク質である PCNAの分子間相互作用に関する構造基盤
	 橋本 博（静岡県大薬）

17:30 ～ 17:55
S62-4	 生体分子レジデンスを制御する小分子の探索
	 浅井 章良（静岡県大薬）

17:55 ～ 18:00
総括	
	 花岡 健二郎（東大院薬）
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3月 23日（土）　16:00～ 18:00� H会場　ホテルニューオータニ幕張　2F　ステラ
一般シンポジウム　S63　

かかりつけ薬局の高度薬学管理機能の一例 
～在宅訪問薬局からの提案～
One Function of Advanced Pharmaceutical Management at Family Pharmacies :  
Proposals from a Home Pharmaceutical Care Pharmacy

オーガナイザー：廣原 正宜 , 伊集院 一成

16:00 ～ 16:10
オーガナイザー挨拶	
	 廣原 正宜 1, 伊集院 一成 2,3（1昭和薬大 , 2東京理大薬 , 3実務薬学研究所）

16:10 ～ 16:25
S63-1	 在宅医療を通して高度薬学管理機能を考える
	 木村 雅彦（あけぼの薬局）

16:25 ～ 16:40
S63-2	 在宅緩和ケアにおける多職種連携を通して
	 白石 丈也（けや木薬局）

16:40 ～ 16:55
S63-3	 生きづらさを抱えて、家族と共に暮らす子供たちを支えるために、薬学ができること
	 川名 三知代（ココカラファイン薬局砧店）

16:55 ～ 17:10
S63-4	 心不全の在宅患者における薬剤師の役割
	 佐久間 詠理（わたクリニック）

17:10 ～ 17:25
S63-5	 在宅医療における高度薬学管理機能
	 串田 一樹（昭和薬大 / HIP 研）

17:25 ～ 18:00
総合討論	

3月 23日（土）　16:00～ 18:00� Q会場　幕張メッセ　国際会議場　3F　303
一般シンポジウム　S64　

次世代型がん治療法の創製に向けた基礎薬学研究のフロントライン
Frontline of basic pharmaceutical research for development of next-generation cancer therapy

オーガナイザー：酒井 秀紀 , 五十里 彰

16:00 ～ 16:05
オーガナイザー挨拶	
	 五十里 彰（岐阜薬大）

16:05 ～ 16:25
S64-1	 がん悪性化におけるセリン /スレオニンキナーゼによるチロシンキナーゼ型受容体の活性化
	 櫻井 宏明（富山大院薬）

16:25 ～ 16:45
S64-2	 癌細胞特異的な低濃度強心配糖体の作用
	 酒井 秀紀（富山大院薬）

16:45 ～ 17:05
S64-3	 多極紡錘体形成を誘発するナノ抗がん剤の開発
	 浅井 知浩（静岡県大薬）

17:05 ～ 17:25
S64-4	 細胞間接着分子の異常発現による微小環境の抗がん剤耐性化
	 五十里 彰（岐阜薬大）

17:25 ～ 17:45
S64-5	 放射線細胞応答におけるプリナージックシグナリングの役割と放射線がん治療への応用
	 月本 光俊（東京理大薬）

17:45 ～ 18:00
全体討論	
	 酒井 秀紀（富山大院薬）
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3月 23日（土）　16:00～ 18:00� S 会場　幕張メッセ　国際展示場　1F　会議室8
一般シンポジウム　S65　

衛生試験法・注解シンポジウム　 
食品にかかわるレギュレーションと実際
Methods of Analysis in Health Science Symposium－ Regulation and practice on food－

オーガナイザー：佐藤 恭子 , 蜂須賀 暁子

16:00 ～ 16:02
オーガナイザー挨拶	
	 佐藤 恭子（国立衛研）

16:02 ～ 16:25
S65-1	 食品加工と酵素
	 卯津羅 健作（ナガセケムテックス）

16:25 ～ 16:48
S65-2	 機能性表示食品制度を健全に発展させて行くための取り組みについて
	 増田 泰伸（キユーピー）

16:48 ～ 17:11
S65-3	 食品分析の現場における核磁気共鳴スペクトルの利用について
	 加藤 毅（日本食品分析セ）

17:11 ～ 17:34
S65-4	 海産生物毒の規制と検査
	 大城 直雅（国立衛研）

17:34 ～ 17:57
S65-5	 残留農薬等の定量値に影響を及ぼす要因について～定量法と機器特性～
	 中島 崇行（東京都健康安全研究セ）

17:57 ～ 18:00
総括	
	 佐藤 恭子（国立衛研）
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3月 21日（木）　9:30～ 11:30� C会場　幕張メッセ　国際会議場　2F　国際会議室
大学院生シンポジウム　GS01　

若手が拓く糖尿病とその合併症に対する多角的探究 
～新たな治療戦略の開発を目指して～
Multilateral Approaches of Diabetes Millitus and Its Complications by Young Scientists  
-Development of Novel Therapeutic strategy

オーガナイザー：飯塚 直人 , 澤谷 俊明

9:30 ～ 9:35
オーガナイザー挨拶	
	 澤谷 俊明（静岡県大院薬）

9:35 ～ 9:52
GS01-1	 膵β細胞における type-1 DGKによるDAG代謝を介したインスリン分泌調節の意義
	 澤谷 俊明（静岡県大院薬）

9:52 ～ 10:11
GS01-2	 内臓脂肪におけるペリサイトの挙動を介した血管新生制御機構の意義
	 渡邊 愛理（富山大院医薬）

10:11 ～ 10:30
GS01-3	 GRK2 シグナル異常による糖尿病性血管機能不全に対するGLP-1 の効果
	 別所 七海（星薬大院）

10:30 ～ 10:49
GS01-4	 糖尿病網膜症に及ぼす valproic acid の影響 －基礎から臨床に向けて
	 飯塚 直人（北里大院薬）

10:49 ～ 11:08
GS01-5	 COPD並存疾患としての 2型糖尿病 - 生理・治療の観点から
	 中嶋 竜之介（熊本大院薬）

11:08 ～ 11:27
GS01-6	 高血糖負荷マウス心臓におけるTRPC6 の生理的役割
	 小田 紗矢香（生理研生命創成セ / 総研大）

11:27 ～ 11:30
総括	
	 飯塚 直人（北里大院薬）

3月 21日（木）　16:00～ 18:00� K会場　幕張メッセ　国際会議場　1F　103
大学院生シンポジウム　GS02　

エピジェネティクス研究最前線  
～基礎から創薬応用まで多角的に捉える～
The front line of epigenetics research ~ Multidisciplinary grasp from basic research to drug discovery ~

オーガナイザー：則次 恒太 , 清水 聡史

16:00 ～ 16:03
オーガナイザー挨拶	
	 清水 聡史（静岡県大院薬）

16:03 ～ 16:18
GS02-1	 DNA複製に伴うクロマチン上でのTRIM28 及び SETDB1 の動態解析
	 永谷 智実（東大院理）

16:18 ～ 16:33
GS02-2	 中咽頭癌の網羅的エピゲノム解析
	 中川 拓也（千葉大院医）

16:33 ～ 16:45
GS02-3	 エピジェネティック阻害剤による治療モデル ( 前立腺癌 )
	 佐藤 広明（千葉大）

16:45 ～ 17:00
GS02-4	 ヒストン脱アセチル化酵素 3阻害薬およびヒストン脱メチル化酵素阻害薬の創製
	 Pattaporn JAIKHAN（京都府医大）

17:00 ～ 17:15
GS02-5	 細胞内ヒストンアシル化を志向した化学触媒の開発
	 藤原 侑亮（東大院薬）

17:15 ～ 17:27
GS02-6	 去勢抵抗性前立腺癌におけるAR-V7 標的遺伝子の同定および新期治療戦略の検討
	 杉浦 正洋（千葉大院医）
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17:27 ～ 17:42
GS02-7	 膵臓がんに対するTUG1 を標的としたアンチセンスオリゴの抗腫瘍効果
	 田崎 慶彦（名大院医 / 名市大院医）

17:42 ～ 17:57
GS02-8	 液液相分離を介した転写とスプラシング調節の可能性
	 今田 貴士（東京工業大生命理工）

17:57 ～ 18:00
総括	
	 則次 恒太（東大院農 / 東京薬大生命 / 理研）

3月 22日（金）　9:30～ 11:30� H会場　ホテルニューオータニ幕張　2F　ステラ
大学院生シンポジウム　GS03　

大学院生が期待するウェットからドライな薬学研究の未来
The novel pharmaceutical researches from wet to dry are requested by graduate students

オーガナイザー：泉 久尚 , 新村 貴博

9:30 ～ 9:35
オーガナイザー挨拶	
	 泉 久尚（東北大院薬）

9:35 ～ 9:53
GS03-1	 ストレプトゾトシン誘発性糖尿病性神経障害性疼痛に対するAngiotensin (1-7) の抑制効果
	 山縣 涼太（東北医薬大薬）

9:53 ～ 10:11
GS03-2	 ストレス暴露後の慢性疼痛に対する脂肪酸シグナルの関与
	 相澤 風花（神戸学院大薬）

10:11 ～ 10:29
GS03-3	 脂肪酸結合タンパク質リガンドのパーキンソン病マウスに対する治療効果
	 松尾 和哉（東北大院薬）

10:29 ～ 10:47
GS03-4	 キサンチンオキシダーゼ阻害剤による新規血管線維化抑制機構の検討
	 近藤 正輝（徳島大院医歯薬 / 徳島大病院薬）

10:47 ～ 11:05
GS03-5	 精神科薬剤師外来の取り組みについて
	 進 健司（九大院薬 / 飯塚病院薬）

11:05 ～ 11:23
GS03-6	 抗がん剤投与による不安症状の発症機序解明とその治療・予防に向けたアプローチ
	 住吉 佑介（岡山大薬）

11:23 ～ 11:30
総括	
	 新村 貴博（徳島大院医歯薬）
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3月 23日（土）　13:30～ 15:30� C会場　幕張メッセ　国際会議場　2F　国際会議室
大学院生シンポジウム　GS04　

若手研究者が挑む次世代 DDS 研究
Next-generation DDS research led by young scientists

オーガナイザー：猪山 陽輔 , 小松 美穂

13:30 ～ 13:35
シンポジウム趣旨説明	
	 猪山 陽輔（静岡県大院薬）

13:35 ～ 13:55
GS04-1	 溶解型マイクロニードルを用いた骨粗鬆症治療薬 hPTH1-34 の経皮吸収促進
	 内藤 千尋（京都薬大）

13:55 ～ 14:15
GS04-2	 Install する医薬品製剤は調製出来るのか：液晶形成脂質を用いた検討
	 岡田 明恵（城西大薬）

14:15 ～ 14:35
GS04-3	 ナノメディシン徐放デバイスの 3Dプリントに有用な 3Dバイオプリンター用インクの開発
	 劉 進（名市大院薬）

14:35 ～ 14:55
GS04-4	 腫瘍内微小環境の改善によるDDS製剤の治療効果増強
	 田神 舞帆（徳島大薬）

14:55 ～ 15:15
GS04-5	 薬物ナノ粒子の表面物性改変による体内動態制御
	 山田 幸平（静岡県大院薬）

15:15 ～ 15:25
総合討論	
	 猪山 陽輔（静岡県大院薬）

15:25 ～ 15:30
総括	
	 小松 美穂（名市大院薬）


